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中
学
生
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け
入
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事
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大
き
い
目
標
を
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っ
て
、夢
に
向
か
っ
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ほ
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い
。
頭
で
あ
れ
こ
れ
考
え
る
よ
り
、
ま

ず
は
行
動
に
移
す
こ
と
！

失
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を
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戦
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る
前
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み
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や
っ
て
み
な
く
ち
ゃ
分
か
ら
な
い
。　

これから先、今まで以上にたくさんの人と出会

うことでしょう。その中でも自分が心を開き、何

でも話せ何でも相談できる「友」がいることが、

自分自身の宝となり、さらなる成長ができるよ

うになります。

ぜひ、「友」という宝をたくさん見つけ、これから

活躍することを期待しています。
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愛のむち

　職場体験の受入れをいままでし

ていただいた職場の人からの苦言

を紹介します。

挨拶ができていない。

集中力がない。

積極性がない。

無駄口が多い。

　お世話になる職場では、最低

限のマナーを守って、気持ちよ

く受け入れてもらえるように

しなくてはいけません。働くと

いうことを、人生の先輩たちが

みなさんのために教えてくれ

ているのですから！学校でも

家庭でも、職場体験に入る前に

しっかりと礼儀作法について

見直し、恥ずかしくないよう心

がけましょう。

Teacher s Ｍessage
,

　皆さまのご理解をいただき、夜須中学校の生徒たちの

職場体験学習は無事に終わりました。　

　各職場の皆さまにはお忙しい中、大変ご親切にご指導

いただき、感謝の気持ちでいっぱいです。

夜須中

　濱田 陽治 校長

社会の教育力と
　地域の力を感じる

　このたび、子どもたち

は実際に仕事の現場で

働く喜び、苦労、必要な

資格、就業までの道のり

について人生の先輩で

ある皆さまにお教えい

ただきました。職場体験から帰ってきた子どもたちの

表情は一様に輝いています。

　社会の教育力、地域の皆さまのお力の大きさを感じ

入っております。子どもたちは必ず、立派な社会人にな

って将来の香南市や高知県を支えてくれることと信じ

ています。

Ｓupporters Ｍessage 

真剣に取り組む姿に
生徒の成長を感じた

夜須中 ３年担任

　坂吉 博子 教諭

　３年生にとって、さま

ざまな職場で実際に仕

事を体験し、そこで働く

人たちと接することは、

自分を見つめ直し将来

に向かって夢を持つ大

きなきっかけとなります。

　生徒たちは、やや戸惑いながらもそれぞれの職場で

実に輝いており、真剣に取り組む姿は一段と成長を感

じさせるものでした。この体験を通して、人と人の関わ

りの大切さや仕事をする意義について学んだことを、

これからの生活に生かしてほしいと願っています。

仕
事
に
優
劣
は
あ
り
ま
せ
ん
。

将
来
の
夢
の
現
実
に
向
け
、
努
力
を
惜
し
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

あ
き
ら
め
な
い
、
強
い
意
志
で
荒
波
を
乗
り
越

え
よ
う
！

が
ん
ば
れ
！

,

一球入魂、力の限り夢に向かって全一球入魂 ！ 夢に向かって全力疾走。

　小学校のころからプロ野球選手にあこがれ、少年野球チーム、中学校、高校

と野球三昧。安定した職業に就き、趣味で野球を楽しむ人生も考えたけれど「野

球が自分の人生だと思った」という19歳の入野選手は、まだ夢の途中。

　現在、四国・九州アイランドリーグの愛媛マンダリンパイレーツでピッチャー

を務めながらＮＰＢ(日本野球機構)のプロ選手を目指して頑張っています。

　プロ野球選手になることを決めたのは小学生の時です。

　あこがれのプロ野球の世界はとても厳しく、いくら好

きでも諦めてしまう人が多いのが現実です。しかし、私

は諦めることができませんでした。自分が決めた夢を夢

で終わらせたくなくて、試合を背負うプレッシャーや辛

い練習に体と精神力を鍛える毎日です。

　何がやりたいか、何が得意かをしっかり考え、夢に向かっ

て頑張ってほしいと思います。そして、自分を支えてく

れる家族や仲間を大切にしてください。

　これからも、私は夢に向かって頑張り続けます。
野球選手

入野 貴大さん
野市町出身：1988年生まれ

いつの時代も子どものあこがれの職業として

上位にあがる「ケーキ屋さん」と「野球選手」。

人気の職業で頑張っている香南市の先輩に

子どもたちへのメッセージをいただきました。

学校・家庭・地域…。

このまちが子どもたちの「夢」を育て、いつの日も

エールを送る応援団でありたいと思います。

パティシエ

岡本 さおりさん
夜須町在住：1971年生まれ

ケーキで「幸せな時間」を過ごしてもらいたい。

　中学生のころは専業主婦になりたかったという岡本さんが

夜須町で小さなケーキ屋「サオリスィーツ」を始めたのは６年前の秋。短大を卒

業後、会社員として働く中で、夢を形にしようと頑張っている魅力的な人たち

との出会いが夢や人生を考えるきっかけになりました。お店には、今日の「彼女

の夢」が詰まった優しいこだわりのケーキがたくさん並んでいます。

  私にとってケーキ屋の仕事は、自分らしさや自分の思い

を形にできる自己表現の場です。そして、お客さまに喜ん

でいただける…。大切な記念日や一生に一度の晴れ舞台に

花を添えるお手伝いができ、この仕事を通じてたくさんの

笑顔に会えることは大きな喜びです。

　もちろん、そのためにはたくさんの知識や技術を身につ

けること、どんな時でもベストな仕事ができる強い精神力

と重労働に耐える体力も必要です。

　ケーキを通じて皆さんに幸せを運んだり、いろいろな人

と出会うこともできる…とてもやりがいのある仕事です。
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